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観　測　期　間　　　昭和26年4月～27年3月

親　　測　　地　　点　　　　那　珂　湊　港　外

久　慈　港　外　　′　波　崎　港　外

昭和二十六年度　那珂湊に於ける定置閻測と漁況の大要

し　らす
況　　l海産窟）月＿漣＿桓攣恒讐l竺 放浪巨ネリ童　　漁

磯渾港の
ム

上旬は天候意く出漁出来ずにいたが中旬頃より

稗回復に向った。各漁業共中下旬一日平均の漁

獲高からみて好漁であったGひらめ、かれい一

日卯－60貫、たい一日平均400賃、最高790貫

きす、ほうほう、たこ、めぼる等は不漁

組漁業はこの日金く漁獲はない○
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いわし粒は上中旬とも好漁なぐF旬になり統制

網、小提繰により好漁を具した。下旬一日平均

1，568賢、

しらす漁は上旬に1，985露と言う漁をみたが、

下旬は不漁であった0
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前月にくらべて大体不漁を呈し、量も漁蟹率のi3，192gl
良かったのは上旬の初日と、中旬の三日位で後；
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12，182箕

いわし▲＝…地曳網に依る漁獲が主体をなし、衣

に小揚繰旋網となって居る。上中旬共漁獲・阻わ

しくなく下旬に入り今月総枠軽の年数以上を示

して居る。一口平均約亜7貫
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いわしは、アジ其の他の魚確と温笈されて居り

其の主な漁具は小揚操に依って漁獲され・‾日

平均鎚早退で下旬に於いて平均358貫の漁を

みた○
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3，285民
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5，434貫
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